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人権の世紀 
                            校長 井浦 博史 

 「２１世紀は人権の世紀」という言葉をご存じですか。 

平成６年（1994 年）１２月の国連総会において、平成７年（1995 年）から平成１６年（2004 年）までの１０

年間を「人権教育のための国連１０年」とすることが決議されました。 

日本でもこれを受け、様々な行動計画が立案、実施されました。文部科学省では行動計画の基本的な考え方と

して「世界の平和を願う我が国が、世界各国との連携・協力の下に、全ての人の人権が尊重され、あらゆる差別

の解消を目指す国際社会の重要な一員として、その役割を積極的に果たしていくことは、『人権の世紀』である２

１世紀に向けた我が国の枢要な責務である。」を示しました。また、法務省では人権擁護推進審議会答申の中で、

「時代は「人権の世紀」と呼ばれる２１世紀に入った。「人権の世紀」という言葉には、全人類の人権の実現とい

う壮大な達成目標が示されていると同時に、過去、人権の実現のためにたゆみなく続けられてきた努力が報われ、

一斉に開花し、結実する世紀であってほしいという全人類の熱望が込められている。」と示しています。 

「２１世紀は人権の世紀」この言葉は、２０世紀に起きた二度の大戦を省みて、人権なきところに平和はない、

平和なきところに人権はないということを実感し、２１世紀を平和で安全、すべての人の人権が守られる世界に

しようと国連総会で、強い意志をもち願いや思いを込め、示したのだと思います。 

では、２１世紀を２３年経過した現在はどうでしょうか。日本では２１世紀、平成１３年（2001年）以降に成

立した人権関係法律等の数は公益財団法人人権教育啓発推進センターの人権ライブラリーによりますと約６５。

例えば、今では当たり前の「個人情報の保護に関する法律」ですが、この法律の成立は平成１５年（2003年）で、

成立前までは個人情報を守るための専門の法律がなく、様々な法律の一部による規制や事業者の自主規制等に頼

っていたようです。２１世紀に入り個人情報という人権のベースともいえる情報が法的にも守られるようになり

ました。これは一例ですが、２１世紀になり、人権を守るための仕組みや法律などが整ってきていると思います。

特にジェンダーやマイノリティに対する意識は世界中でも大きく変わってきていると思います。こうして、人権

を基盤とした社会が成立してきており、私たちの人権に関する意識や理解も向上し、住みやすい社会が創られて

いると感じております。 

しかしながら、残念なことに私たちの身近なところではＳＮＳなどによる人権を無視したり、傷つけたりする

ような誹謗中傷、フェイクニュースが発信されることもあります。また、国や地域間の紛争や軍事侵攻など平和

や安全が損なわれるようなことが起きていることも事実です。では、このように人権が無視されるような行為が

起こる原因は何でしょうか。私はその要因の一つに、考え方の違い、環境の違いなど、人

や国、地域の間にある「違い」への対処、対応があると考えています。「違い」をどう受

け止め、受け入れ、対応するかにより、人権は守られ、平和と安全が保障されるのではな

いでしょうか。拒否ではなく受容、そして対話することが対立や孤立を生まないために必

要なことではないでしょうか。もちろん、簡単なことではありませんが、これまでの多く

の負の経験をしてきた世界が、平成６年（1994 年）１２月の国連総会において 185 もの

国と地域で協議し決議した「人権教育のための国連１０年」の理念のもと、「２１世紀こ

そ人権の世紀」と呼べるよう、学校では人権教育を今後も進めてまいります。１２月１０

日は世界人権デー、１２月４日～１０日は人権週間です。「２１世紀は人権の世紀」この

機会に、ご家庭、地域におかれましても人権についてお考えいただければ幸いです。 

 

Universal Declaration of Human Rights（世界人権宣言） Article 1.（第１条） 

All human beings are born free and equal in dignity and rights. They are endowed with reason and 

conscience and should act towards one another in a spirit of brotherhood. 

すべての人間は、生れながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である。人間は、理性と

良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。 

※All Human Beingとは…すべての人、すべての人類、全人類、誰一人欠けることのない全人類 
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日 曜 行事予定 給食 

１ 日 部活動なし － 

２ 月 １，２年期末テスト１日目 ３年月②③④⑤ 〇 

３ 火 １，２年期末テスト２日目 ３年火①②③④⑤ 〇 

４ 水 水①②③⑤⑥ 生徒会専門委員会 〇 

５ 木 
３年三者面談 木②③④⑥⑤ 
フッ化物洗口 

〇 

６ 金 ３年三者面談 金②③④⑥⑤ 〇 

７ 土 平方剣友会体育館使用８：３０～１７：００ － 

８ 日  － 

９ 月 ３年三者面談 〇 

10 火 TLI（人権） 〇 

11 水 
学年・学級の日（部活動なし）スクールカウンセラー来校  
にじいろ学級小中交流会(午前)２年性教育講演会⑥ 

〇 

12 木 
学期末短縮授業 木①②③⑤⑥  
フッ化物洗口 地域学校保健委員会１３：３０～１４：３０ 

〇 

13 金 学期末短縮授業 金①②③④⑤ 〇 

14 土 ぐるっとくん地域めぐり作戦 － 

15 日  － 

16 月 ★口座振替 〇 

17 火 学期末短縮授業 火①②④⑤⑥ 〇 

18 水 
学期末短縮授業 水①②③④⑤ 
学年・学級の日（部活動なし） 

〇 

19 木 
学期末短縮授業 木①②③④⑤ 
給食終了 フッ化物洗口 

〇 

20 金 学期末短縮授業 金①⑤⑥ ☓ 

21 土 吹奏楽部クリスマスコンサート（午前） － 

22 日  － 

23 月 学年集会 大掃除 ☓ 

24 火 終業式 部活動なし ☓ 

25 水 
３年記録通知書訂正９：００～１１：００ 
★口座再振替 

－ 

26 木  － 

27 金  － 

28 土 ウィンターリフレッシュウィーク（～１／４） ☓ 

29 日  ☓ 

30 月  ☓ 

31 火  ☓ 

 １１月１３日（水）、第３２回上尾市小・中学校音楽
会（あげお富士住建ホール）が行われました。本校か
らは、３年２組が学校代表として出場しました。当日
に向けて、練習を積み重ね、本番は、最高の歌声をホ
ール全体に響かせました。他の学校の先生からもお褒
めの言葉をいただき、校長先生としても大変誇らしく
思いました。歌い終わった後の生徒たちの表情は大変
充実した様子でした。 

１月の主な行事予定 
８日（水）始業式 
１０日（金）
３１日（金）２年校外学習 

１２月行事予定 
（完全下校 １６：４５） 

学校代表として立派でした 

 

上記の時間以外は留守番電話対応いたします。 
ご理解とご協力の程、よろしくお願いします。 

保護者の方も参加しました 

 
学校運営委員会及び保護者による読み聞かせを行い

ました。読み聞かせは、目指す学校像（確かな学力を育
む学校）を達成するための方策の一つとして行っており
ます。毎学期、読み聞かせを行いますが、今学期は、保
護者の皆様にも募集をして、一人の保護者の方が、参加
してくださいました。子供たちは、保護者の読み聞かせ
に真剣に耳を傾けて参加していました。読み聞かせをさ
らに保護者の方や地域の方にも広げていきたいと考え
ております。是非、その際は応募をお待ちしております。 
【参加された保護者の方へインタビュー】 
①読み聞かせは、初めてですか？ 
 →以前も小学校でやっていま 

した。３年くらいやってい 
ました。 

②生徒の様子はどうでしたか？ 
 →真剣に聞いてくれて、良かったです。 
③最後に、一言 
 →保護者の方にも是非、参加してもらいたいです。 

 

太平ゼミを行いました 

１１月２６日（火）～２９日（金）放課後を利用し、
学校運営協議会委員による太平ゼミを行いました。太平
ゼミは、読み聞かせと同様、目指す学校像（確かな学力
を育む学校）を達成するための方策の一つとして行って
おります。約３０分間の学習時間ですが、参加した生徒
たちは、真剣に自学自習に取り組んでいました。また、
学校運営協議会委員、保護者の 
方にも参加していただき、子供 
たちの学習を見届けていただき 
ました。 

 

廊下がピカピカです 
週休日の早朝、子供たちが不在の時間を利用し、用務

員さんが廊下にポリッシャーをかけて、綺麗にしてくれ
ました。用務員さんは、子供 
たちにはきれいに使ってほし 
いと話をしていました。陰で 
学校を支えてくれている人が 
いることを子供たちは忘れな 
いでほしいと思います。 


